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ｊＩｉと近のナホトカ号の虹ｉ１ｉｌ流'１１調故類どのように1()()胸１１］

単位の漁業被害並びに灘の生態系に人きな影辮をもたら

す｡さらに．流出油の回収や汚染された環蕊の浄化復元

にも莫大な賀Ｊ１｣と時間がかかる。また．，fjl[lIlMgiitの

3.4％が腱林水産用に．ユ7％が迦姉・llill1IIjにliuI1lきれ

ていあことから，・股の船舶のりWitで臘燃ｌｌＩｉＩ鰯'11獣1の流

出によぉ海の汚染の原因となっていあ。我が''1におけ為

XT抽等(二よる海洋汚染事例を見ると．原7111と竃illll二よる

ものが大部分を占めていることがわか為。

ＬＺ原油に含まれる成分

原7111は，分子散の蝿なる多極頬のﾙﾐ化水難のilil合物で

あ()，'含まれる成分の訓令によって性憧がY4な為。Ili(ｉｌｌｌ

には↑炭化水素類の他に硫黄化合物，酸性物厩．；１h余ljiI

などが微量に含まれている。炭化水素類は，１１－パラフィ

ン（頑鎖飽ji｣化合物)，オレフイン（''１':jWiｲ（ji岬Ⅱ化介

物)，lliml労ｲ!i２族．多鰍）蝿ｆ族，ヅーフテン（jiljlillllllJlR化

合物｣，アスファルテン難からIilIi成されていみ。それら

化合物の梁合であ凸炭化水素il1L合物'|'のバラフ「シ､ナ

フテン，芳香族の割合でilB谷物の特性が異な+)，一般に

比重，紬度，沸点等の物JMI1b性状がその｣|聯Illliを表す手段

として値われる‘アスファルテンＩｊ:)iMillIの成分で11kＭｔ

いW'1分に含まれ‘多｣馳沙秤川i化合物で１分j鳥''1の腱紫敗

は50を越すのが普通で炭素の水素に対する比率が,淵い・

アスファルテン含量が多いとその物質は強く安定したjWi

合:iすとなりアスフテルトと|『ばｵL為。

原油は多かれ少なかれ硫黄を含み．それらは雌1Mk硫此

硫化水素，メルカプタン．硫化アルキル、剛状｢it化物．

スルフォン鱗チオフェン雑多IlIiな化合物からなってい

る。わが国では，硫黄分２％（重埜パーヒント）以ｋ含

む原flllを高疏責原油．１錫以]『のものを低硫黄原illLIl1

間のものを中硫黄原抽と呼ぶ。篭flll燃焼1聯に発′｜直す為

SO2公審問麺で硫世排ｉｌｌ謡のM｣ﾙfのため，ilW1ll脱硫の喪

1.1はじめに

世界のエネルギー4ｉＩ１ｆをみると1116年の一次エネル

ギー供総量は)願111換鰍で83億トンを越え，その40％を;hi

flllが,↓｢めていあ。災I7ilでは‐次エネルギーljli給iTf5臆ト

ン（１１;Wlll換柳:）のうち３４％を石flllがIITめ，イタリアと1ｔ

ぴ他の|状米論litlに比べてVW111への依仔削稀が,薇いのか総

徴となっている（ＯＥＣＤ／IEAEiICl･gybnlal】Ｃｅ【】lPOECD
coImlries（]”5-,6)]。’|堺のｲJilll弼婆をみると1996年

の石iIlliWl1iITI:は-10億ｋ/で、このうちアメリカが25％と

11ｔ大のｉ１ＷⅢ1,|で．｜川艮は8.4外でIlkliL輔２１i、)梢澱匝1と

なっている。

我がlR1では府flllの宏定IIl9IiilhLのため４ilNアジアなど'ＩＩｌｉｉ

入先の多様化を図っていあものの，「エネルギー牛産，

需給統計」によると[,,6Ｊ'二のｲ｢ii1lIIli耐入駄２億６千万ｋノ

の80％を''１jl〔iii↑}lilが,'↑ぬ，ll1ll〔への依作ljliが依然闘いｂ

そのため鵬魁l11iにlllllえて｢iil象llliWﾄﾞとｲWlll会ｉ１:などの比ｌ１ＩＩ

ｉ１ｌＩ勝を合わせて約16()'１分のｲ｢ｉ１ｌｌが,'１ﾉﾄﾞえられていあ。

）駒lUはタンカーで枕が'1｢|へ将逃され，１１耐llllllh人基』'1」

(568基，容儲4000万ｋ/）に群えられあ。製illi所で作ら

jlLたｲii111製,}i1,は鰹,}i１，．１|h製,},１，タンク（4瓠500｣!'畠，容難

ｆＭＯＯﾌｺﾞ|《/）に綿えらＩＩＬ，｜ﾉﾘ'111kタンカー（ＬＩ〔〕()煙）で

illIII11Df（6()()ヵ所，４Ｌ()()),１，存lit90()ﾉﾉｋ/）仁辿ばれ，

その後タンクローリー（17,0()()街）でガソリンスタンド

や石↑[i製品ＩＩｌｆ論iﾘr仁巡ばｵしあ。鍵が国では，タンカーと

タンクローリーによあ'鮒進が．般的で，全輸送量の90％

を117ぬる。このように、」jiWIIPW｢illlilMiW1は船によって海

上をjⅢばれるため，liWlllllMi人J,Ｌ｣|Ｌ製↑１１１所及び二次｣,哩地

であぁilllMIl所は，ｉｉｉに接して!〉:｣llLていあ。

そのため，，鱸送''１のタンカーや|M:Ⅲ腿タンクで甑放が起

きるとほぼ例外なく源が汚染きれ．鵬Ⅱ1及び石ill1製品は

比重が小きいため潮流で舷散し，被諜を広げる結果とを

I)やすい。大きなＩｉｉｌｉｔに恋ると．水１$のinilll流１１１事故や

表LLl1Ijiflllの羅翻MA1rと型,}Ｉ,の１１１噸iﾉﾑぴ生j塔柳|合
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現在'輸入きれている原油は約80種あるが，産地によっ

て'1：薇が大きく異な'〕，その比軍をもとに'朧質，「lTiilL

In衡騨に分撒される（炎ＬＬ２Ｌ例えば．｝|雌徴瞬111の｣上

亜は084であ為のにj(皿，璽質原↑111のそれは0.,5のAll<

である。軽質原ili]は，ガソリン．ナフサ，灯illlを多く街

有する傾向があＩ)．重質原油は，軽油．残苔抽（重illI．

iii【並びに低硫此｣戯''１のiliili人努ﾉﾉが求められている。

隙illlに含まれ患それぞれの化ｲﾔ物に[,iﾙ１V⑪iIlMlAがあ

I)，炭雛M(]ｇの激が多いほど化介物のｉｌ|)ﾊﾟﾊﾟは,１．５くな鰯｡

この．'(鎮対ifｲ'｣｣Ⅱして鯉(Wによってfilk分を分ｌ１ｌＩｔしてｲLfilll

製,１１１が作られる。jjiwl1Iに含まれる成分とそのiillL1ﾉｽﾞを麦

ＬＬｌに示す。それらの蒸留によって作られた製品も多

価の化介物を含んでお|)，その綿系列炭化水素の`ilm対量

は|則Ｉ」」のようになってぃ為っ

アスフＴルト）を多く含む厩向がある。
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i１１１，１１'述ジーゼルェンジンは１，ZlKfllWll1，低速ジーゼ

ルエンジンはＩｉ【から］ｲilpMllを''11Ⅱ]す為。ジービル蝋

jll'}の端称は'１(|によって''１１)|】ｲｲiがあｌｉｉ)ので，参考のために

ジーゼルＭｌ１ｌｌｌ'|の杵flllL格とM1)Ⅲｲﾝi称の対11((災を炎Ｌ1.3

に示す両

電ｉｌｌ１：鵜が腱|でガソリンをljlIえてjlitも多IiIﾙﾆﾉ剛覺され

ている鯉,WIで30％を１１｢めている｡rltllllはｊｌｓのlMZでは

ジービルllM1M1Ⅲ，ボイラー｣|I及びff「imJiの燃ｌｌｉＩｌとしてjlHi

lkiなlilii1l1で，IMl進上の'だ分ではナフサW1分までの'|iwiliill1

以外の留山''１１と撫伽』畑の汎介物，あるいは燃舟ﾉﾘｉＭｌ１そ

のものを総称した燃料ill[|をさす。す＊わち，milllは鱗Ｗｌ

残i11Iを主とし，または'|轍''１，減圧轤冊の例l1WllI等を１Ｍ合

したjmrflll腿,Ｗｌである。'''１IjMliはＦＭｉｉ分けす筋12でIK嬰な』ｌｌｌ１

Ｅ(でIMI|')１１１通にiljUU係していあ。たとえばAI1Wlllは

j予熱の必'出がないが，iUiWliljliのｃＨＷｌ１Ｉでは1測化てｊｌ１ｌ

当な粘唯に訓磐して使用す為の力『iMfjiDである。柳洋に流

出した吻合，粘度が商いためにウォーターインオイル

エマルジョン（ムース’を形成しやすく，耐|+に洲ｿ|Wし

て汚染の｣H(111になるとともに‘・股119に水化ﾉ[：物に対し

て|世1'１ill9な)杉ｌＷｌｌが他''11きれていあ。

ｉｌ(liIfilll：ilI11HWlIは。鵬１１１tの鯛liiiilI分をilMlillにしてUiM朧

を減少させ，焼き付きや醗耗を11"ぐ性質を有すあ【,イ｢f１１１

糸潤滑illlは亥I||｢のため広く使われている。ilMiWflli留分は

術I[;瀧留蝋111やfliiir駒lilをiMtll:熊制してliWllLたilllliWlillI

li(料にいろいろな'ﾄﾞｌｌｉ製を行ってiWら:Iしる。ilM1il;の硫,Yi，

酸紫，竈紫を含むが，大部分は炭讃政で20から激|･の炭

化水紫化合物でMIL成されていゐ。

アスファルト：アスフア･ルトは､道路iiili装川や処築;ﾄﾞｲ・

科として利用されるが，その歴史は,Ir〈メソポタミアや

エジプト時代から'1Ｍ〈・町ｌｍＷ１１として．また処進物の接

締りとして|'kわ;｝していた。（j1lll・イ｢ﾙﾋﾞああいはそのllhの

１３石油製品の種類と特徴

’1挺化ｲ17111ガス（LPC）：峠''１世にllillKさ;ＩしているＬＰＯ

は炭素数３及び４の炭化水索でプロパン‘プロピレン，

ブタン，プチレンの混合物である。環境に流lⅡした｣扮

合，速やかに大気中に揮発，拡散する。

ガソリン；成分的には炭素数４から12魁度までの炭水

化物の幌合物で，含ま;}しる股化水素の禰狐は蚊-|室から激

】Ｊ仁及ぷ。11-アルカン．hio-パラフィン，ラルフィン，

ナフテン，芳香族炭化水素を含む。繊洋に流lLHしたjjMr合

これら成分の一部は大気に揮発拡散するが，一部は海水

中に漆存して．水生生物に急性的影響を起こす。

ナフサ：ナフサは原↑''１を熊慨した際，ＬＰＣと灯fIlIの

IIUにWWI|}するものでili鱗ナフ･Ij-とWi徴ナフサにｼﾞ)けられ

あ鰯ｌｌＭｉ戯ナフサはiﾘ|)点３０～130『ＩＣ，比、).65～0.7()で

熱分解の{j:いやすいパラフィン系炭化水素に機み，軒flll

化学原料（エチレン製造用）や化学_'二業原料に用いられ

る。重質ナフサはiii1点，O-r70oC比重070～0.75で芳

香族化が行いやすいアロマ・ナフテン系炭化水素に篇

jlA，接jiIl1政luiガソリンの爪ｌｌ１Ｉや)}縛雌炭化水難製造Ｉｊｉ〔料

などに川いられあ迩

灯ｉ１１１（ケロシン）：灯汕は石il11騨品のなかで最も,'｢〈

から使用きれていたもので．ｉⅡ１点範FNは160～3(〕0゜Ｃ穏

度のものである。

縮111：i１軒１１１はｉｌｉ)点範ＩＨが２(１０～370°Ｃの純lJlで灯ｉｌ１ｌの

次にWlll1すみものであぉ。ほとんどは，ジーピルエンジ

ンの燃料として1Ⅱいられる。灯iI1ぃ畷１１【は尚illl点成分の

占める割合が多くなり．海洋に流出した場合大気への揮

発は小きく．主として海洋汚染を引き起こす。ジーゼル

エンジンには灯finや重flilも使用され，エンジンの形式に

よってその燃料も変わる。商述ジーゼルエンジンは'11F

表1.1.3ジーゼル燃料の各種現l`と領川鍋称の対11((炎（ロ仙巡WLlﾘﾘﾌより）
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３｡３．１１．雑l濡す１１１ Ⅲ睡璽jlll Ｚ燕Htflll
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急いことがｸⅡ'られているｃ従って揮発性の成分を含む原

flllのﾉjが，蕪留でそれらの成分が除かれた虹１１１１に比べて

71j性がﾉこきい。また．flllがilii衣[iiを樫うことによる膨剥１

もあlハナ111の物性も重要である。そのため，鞭ﾙｾに際し

て流出f1i1の種類や性》ljtを把握す愚ことば非常に重要であ
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